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年
間
降
水
量
の
推
移
に
つ
い
て

　
年
間
の
積
算
降
水
量
は
毎
年
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
と
い
わ
れ

ま
す
が
、
月
ご
と
の
降
水
量
の
変
化
は
近
年
激
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
管
内
11
ケ
所
に
設
置
し
て
あ
る
「
Ｅ
Ｃ
セ
ン
サ
ー
雨
量

計
」
の
年
間
降
水
量
の
推
移
（
図
１
）
を
見
る
と
、
９
月
の
グ

ラ
フ
で
は
、
昨
年
の
倍
近
く
の
雨
が
降
っ
て
い
ま
す
。
土
壌
管

理
の
年
間
管
理
計
画
を
立
て
る
中
で
、
８
月
中
旬
～
９
月
上
旬

頃
の
深
耕
を
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
令
和
４
年
産
は
、
豊
作
で
食
味
が
優
れ
る
一
方
、
高
温
や
カ

メ
ム
シ
に
よ
る
被
害
に
悩
ま
さ
れ
た
年
に
な
り
ま
し
た
。

早
生
の
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
は
高
温
に
よ
る
心し

ん

白ぱ
く

粒り
ゅ
うや
腹は

ら

白じ
ろ

粒り
ゅ
うが

多
く
、
厳
し
い
結
果
で
し
た
。
ま
た
、
カ
メ
ム
シ
に
よ
る
着
色

米
が
非
常
に
多
く
、
中
生
の
「
き
ぬ
む
す
め
」
や
晩
生
の
「
あ

い
ち
の
か
お
り
」、「
に
こ
ま
る
」
等
で
特
に
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

11
月
末
時
点
の
集
荷
量

１
３
９
３
ト
ン　
目
標
対
比
１
２
３
％（
前
年
対
比
１
０
２
％
）

一
等
米
比
率

○
コ
シ
ヒ
カ
リ
（
早
生
）�

39
％
（
昨
年
51
％ 

・ 

一
昨
年
19
％
）

○
き
ぬ
む
す
め
（
中
生
）�

42
％
（
昨
年
57
％ 

・ 

一
昨
年
60
％
）

○
あ
い
ち
の
か
お
り（
晩
生
）�

42
％
（
昨
年
78
％ 

・ 

一
昨
年
50
％
）

○
全
体�

45
％
（
昨
年
65
％ 

・ 

一
昨
年
43
％
）

等
級
落
ち
理
由
ト
ッ
プ
３

１
位
：
カ
メ
ム
シ
に
よ
る
着
色
粒　
60
％

２
位
：
心
白
粒　
19
％　
　
３
位
：
腹
白
粒　
３
％

対
策
の
ポ
イ
ン
ト

〇
カ
メ
ム
シ
対
策

　
農
道
・
空
き
地
・
畦け

い

畔は
ん

等
の
イ
ネ
科
雑
草
を
出し

ゅ
っ

穂す
い

2
週
間
前

ま
で
に
除
草
し
ま
し
ょ
う
。

　
農
薬
に
よ
る
防
除
は
複
数
回
行
い
ま
す
。

１
回
目
：
穂
揃
い
期

２
～
３
回
目
：
前
回
散
布
か
ら
７
～
10
日
後

　
近
年
多
発
し
て
い
る
「
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
」
に
よ
る
基き

部ぶ

斑は
ん

点て
ん

米ま
い

は
色し

き

彩さ
い

選
別
機
に
よ
り
取
り
除
く
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
除

草
や
農
薬
に
よ
る
防
除
を
必
ず
行
っ
て
下
さ
い
。

樹
勢
回
復

　
樹
勢
回
復
や
花
芽
分
化
の
充
実
さ
せ
る
た
め
、
収
穫
終
了
後

は
尿
素
を
散
布
し
て
下
さ
い
。

・
尿
素
５
０
０
倍　
１
週
間
間
隔
で
２
～
３
回
程
度
散
布

　
マ
ル
チ
栽
培
園
地
で
は
、
シ
ー
ト
除
去
後
に
か
ん
水
し
ま
す
。

窒
素
主
体
の
葉
面
散
布
を
３
月
ま
で
に
３
回
以
上
実
施
し
、
樹

勢
の
早
期
回
復
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。
収
穫
後
は
、
秋
肥
と
し

て
、
即
効
性
の
肥
料
を
基
準
量
の
半
分
施
用
、
残
り
の
半
分
は

４
月
下
旬
～
５
月
に
施
用
し
ま
す
。

寒
害
対
策

　
冷
気
が
停
滞
し
や
す
い
場
所
や
風
の
当
た
り
や
す
い
場
所
は
、

寒
冷
紗
や
コ
モ
で
樹
を
覆
い
ま
す
。
ま
た
、
土
壌
の
乾
燥
は
寒

害
を
助
長
す
る
の
で
、
ワ
ラ
を
敷
い
て
乾
燥
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

中
晩
柑
の
収
穫

　
１
月
に
入
る
と
中
晩
柑
類
も
随
時
収
穫
と
な
り
ま
す
。
収
穫

の
目
安
は
【
表
１
】
の
通
り
で
す
。
た
だ
し
、
寒
波
が
襲
来
し

て
-3
℃
以
下
の
低
温
に
長
時
間
さ
ら
さ
れ
る
と
凍
害
の
発
生
が

懸
念
さ
れ
る
た
め
、
寒
害
対
策
を
十
分
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

病
害
虫
防
除

　
冬
季
の
う
ち
に
越
冬
害
虫
の
密
度
を

下
げ
て
お
く
事
で
、
後
々
の
防
除
効
果

に
つ
な
が
り
ま
す
。
マ
シ
ン
油
乳
剤
は
、

直
接
害
虫
に
か
か
ら
な
い
と
効
果
が
無

い
の
で
、
丁
寧
に
散
布
を
し
ま
す
。
尿

素
を
混
用
す
る
と
樹
勢
回
復
に
も
つ
な

が
り
効
率
的
で
す
。
ま
た
、
降
雨
に
よ

り
効
果
が
減
退
す
る
た
め
、
５
日
程
度

晴
天
が
続
く
こ
と
を
確
認
し
て
散
布
し

ま
し
ょ
う
。

１
月
上
・
中
旬

・
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
、
ハ
ダ
ニ
類

　
マ
シ
ン
油
乳
剤
（
97
％
）　
60
倍

年
間
降
水
量
の
推
移
と

施
肥
管
理
に
つ
い
て

茶
指
導
販
売
課
　
亀
山

茶
指
導
販
売
課
　
亀
山  

毅
人
毅
人

次
年
度
に
向
け
て

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
信
方

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
信
方  

浩
志
郎

浩
志
郎

令
和
４
年
産
米
集
荷
結
果

農
業
経
営
支
援
課
　
渡
辺

農
業
経
営
支
援
課
　
渡
辺  

彰
人
彰
人

【表１】主な中晩柑類の収穫の目安

品種名 収穫時期 出荷時期

はるみ 12月下～１月下 ２月上～
甘夏 １月中～３月上 ３月上～
不知火 ２月上～２月下 ３月上～
せとか ２月上～２月下 ２月下～３月下

図1「年間積算降水量の推移」（管内ECセンサー平均値より算出）


